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 2017 年 3 月、小学校および中学校の学習指導要領が告示（文部科学省, 2017a）
され、小学校は 2020 年度から、中学校は 2021 年度から全面実施され、また、高
等学校は 2018 年 3 月に学習指導要領が告示（文部科学省, 2018b）され、2022 年




























さらに、2018 年 3 月の文部科学省通知（2018a）「高等学校学習指導要領の改訂に
伴う移行措置並びに移行期間中における学習指導等について（通知）」により、
総合的な探究の時間については、移行措置として、2022 年度からの学年進行に





















































































 2017 年 8 月 31 日の教育職員免許法施行規則及び免許状更新講習規則の一部改






























 本研究の調査対象者は、千葉県内の公立高等学校 10 校の所属教員である。
2019 年 4 月中旬から 5 月中旬にかけ、当該校の全教員 526 名を対象に質問紙調査
法によるニーズ調査を行った。調査の実施方法は、当該校の管理職に実施・回収
を依頼した。回収数は対象の76%に該当する 400 通で、これを分析対象とした。 
 また、学校によるニーズの違いについて検討するために、先行研究の分類を参
考にし、卒業生の 50%以上が 4 年制大学に進学する「進学校」5 校と、それ以外
の「進路多様校」5 校の 2 つの学校型に分類し分析を行い、比較検討を行った。 
 
３．２ 質問紙の構成 
 質問紙は、第 I 部：調査対象者の経験年数を問うフェースシート、第 II 部：現
行の総合的な学習の時間の課題、第III部：新設の総合的な探究の時間の実施に向
けた認識および第 IV 部：生徒に育成される能力の期待、以上の 4 部構成である
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2 効果的な時間の確保が難しい 8 授業内容が分散化されている 








6 魅力ある資料や教材が少ない 12 その他 
 
 第III部は、1）総合的な探究の時間についてのニーズ 7 項目について「1．全く
そう思わない」から「5．非常にそう思う」の 5 件法で回答を求めた（Table 2）
とともに、2）総合的な探究の時間でどのような取組を行うことを考えているか
の 5 項目について同じく 5 件法で回答を求めた（Table 3）。 
 




























 第 IV 部は、総合的な探究の時間を通して、どのような能力が生徒に育成され
ることを期待するか、11 項目から上位 3 つの選択回答を求めた（Table 4）。 
 































４．１ 対象者の概要（第 I 部：3 項目） 
 調査対象者の経験年数別の人数を Table 5 に、学校型別の人数を Table 6 に示す。 
 
     Table 5 経験年数別         Table 6 学校型別 
校種 人数  学校属性 人数
10 年未満 125  進学校 195
10 年〜20 年未満 55  進路多様校 205
20 年〜30 年未満 60  合計 400
30 年以上 157   
無回答 3   

















Figure 1. 現行の課題 
 
４．３ 「総合的な探究の時間」のニーズ（第Ⅲ部（1）） 
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答結果を Figure 3 に示す。 



























するかについて、10 個の選択肢（および「その他」）から、1〜3 位で 3 個の回答
を求めた設問で、第 1 位に選択された回答の結果を Figure 4 に示す。 




















































































































































効果の検討．日本教育工学会論文誌．42 巻，3 号，221-230． 
渋谷一典 (2017)．学習指導要領改訂のポイント 総合的な学習の時間，初等教
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Appendix 1：調査用紙 
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